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ドの抗結核菌作用特ドラヂツン般のヒコピ
i
p
b
j
司、

f
z
t
，、

'I:r駿)

キ，Ii本七 n¥i・千丁 目j 純
(北海道大学結核研究所)

内(試験管

!ltの茨に明らかの械に， r 型で~i t.. 10μmg/ml以上の濃

度では既に 1f尋問の作，弔でコロニーの発現が完全に認めら

れなかったが， 3塑では 100μmg/mlの波皮で24時間の作

用でやゥとコロェーの発見が阻止される程度で‘あった。

実験 II: INAHとストレヅトマイシy(以下 SM

と略記す)の桔段密に対する発育阻止力。

予め lml中INAH7之びSMが各 I∞， 1101えびlμmg
が含有されている絞に調裂した !?4酸性小川培地3本に，

上記の菌液0.1mlを流して 37"Cで者益した。 1ヶ月後の

成t:~~1主次表の通りである (因に INAHは隠めて耐熱性で

あるが， SMは易熱1主であるので，このものは，培養認を

90
0Cで疑問ずる前に所要:むの3ff'iを加えた)。

3 つのピコリ y~の~'I{主体の中で，生切の新élîi代訪jに

最も悶係のあるものは8担即ち=ヨチytiii:であることは一

般に知られているが，近i母r~~.~秀沼体であるイソニヨチ y

院ヒドラep.yr:が(以下 INAHと略記す)，結段萄に対し

て極めて顕著な抗菌作用を有する事が知られて来たので，

このものと応型誘活休である=ヨチy酸ヒドラヂッド(以

下 NAHと略記す)の比伐を試みた。 同時に INAHとス

トレ 7' トマイシ yのJt~交をした。

。~試した各ヒドラヂ、ッドは木研究化学部で合成したも
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表に示した通り，特段惑の発育阻止力に於ては，木実

験では， INAHとSMの問にさしたる差が認められなか

った。何実験は続符中である。

SM 

ので，先ずピコリ yi出(沸点 142-1440Clより rj]えぴ Tピ
ヨリソを移設jil{として分野“し1) (融点 :β l"t'i. 121

0
C， r fA 

1370Cl， l'千を限イじして肢を経て(融点:fI塑 231
0

C，r型

3100C)，と l'ラヂッドにした。融点は 3型即ち NAHは

1 660C， r !r~no ち INAH は 171 0C である。め

実験 1: INAH 及び NAH の結段、滋に対する~TI菌

作用。

先ず2j!Mmき去の人型桔夜菌 H37Rv V~より O.2mg/

ml の菌液を (J，\j}~ し，此等iLcを，予めl~j留水で 1 ml中各

200.20 ，えび2μmgになる線に淵犯しておいた INAH及

び NAH のi容波に加え，直ちに 370C の郷卯~~に入れ， /.4 

及び24時間後に攻出し，其各 0.1ml宛を 15'&酸性小}I¥培

t也2本に培去した。三た表は 1ヶ月後の培主成拐である。
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水文献によると T到の激獄 163

0
Cである。

綜合院学第9巻第9号に発表した。木論文はー〉寺
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